
中１英語           試験対策⑤解説編 

 

 

 

 

 

(1)少年はどこにいますか。 ―彼はベッドの上にいます。 

(2)箱はどこにありますか。 ―それは机のそばにあります。 

(3)ギターはどこにありますか。―箱の中にあります。 

(4)猫はどこにいますか。―それは机の下にいます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(1)「日にち」の前だから「on」!  「１月にあります。」だったら「in January.」となる。 

(2)「曜日」の前だから「on」！ ←もう何度も出てきたので間違えるわけないよね？ 

(3)「時間」の前だから「at」！ 「get up」は「起きる」 「go to bed」が「寝る」 

「take a bath」は「風呂に入る」も覚えておこう。 

(4) go to 場所 ／ come to 場所 「～へ」のように「動作の方向」を示すときにに「to」を使う。 

   bring もの to 場所 ／ take 物 to 場所 （物を場所へ持ってくる／持っていく） 

(5)「～の後に」は「after ～」「～の前に」は「before ～」 

(6)「～の間に」は「during」 時間の長さで言う場合は「for」を使う。 

I practice the piano for two hours every day.」（私は毎日２時間ピアノを練習します。） 

(7)「for breakfast」(朝食として)「for lunch」(昼食として)「for dinner」(夕食として) 

  some の後は普通名詞は複数形だが、果物（fruit）・食べ物(food)は普通数えられない名詞として

使います。（種類を言いたいときだけ複数形。） 

(8)交通手段は「by」を使う。by car / by bike / by bus / by train 

「徒歩で」というときは「on foot」   I walk to school. = I go to school on foot. 



(9) in the ～ club / on the ～ team (club or teamで使い分けよう。) 

(10)～出身は「from ～」 How about Lisa? この答えの文書は「She’s from ～.」となる。 

←リサが答えているわけではない。「リサはどうですか。」の質問リサ本人に聞いているわけではないの

がミソ。リサの出身を知っている誰かに尋ねているところです。リサ本人に直接聞くならば、 

「How about you, Lisa?」となる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(1)これを間違えている人は教科書の暗記が全く役に立っていません。もっと暗記を頑張りましょう。 

The boy in the black yukata is Kaito.を覚えていれば書けるはずです。 

(2)これも I jog with my dog around the pond.を少しアレンジしただけ。 

(3)But before a concert, we practice in the gym.という文章は覚えていますか？ 

(4)「be good at ～ing」動詞の ing形を使い、「～することが得意です」 

(5)教科書では In Australia, summer is from December to February.となっているので、 

「In Japan」を前に書いた人が多かったと思うけど、そのときは Japan のあとにカンマ「，」が必要です。

場所を表す「in ～」は通常文末に置かれます。教科書の文も「Summer is from December to 

February in Australia.」が普通なのですが、「オーストラリアではね、」というのを強調するために前

に持ってきている。通常の位置ではなく、前に持ってきて使うときには「，」を使うと覚えておこう。 

I make a cake sometimes. （私はときどきケーキを作ります。） 

Sometimes, I make a cake.（ときどきなんだけど、私はケーキをつくるんだ。） 

 

 

 

 

 

 

 



(1)「～の近くに」は「near ～」 「～のそばに」は「ｂｙ ～」 

(2)主語が「シンと私」の２人だから be動詞は「are」となることに注意。on the soccer team も注意。 

(3)「～を見る」は「ｌｏｏｋ at」ここでの「見る」は「視点を向ける」こと視点をどこへ向けるか「狭い場所」

を指すときには「at」を使います。Ｌｅｔ‘ｓ meet at the gate.（門のところで待ち合わせしましょう。） 

(4)Ａｔ the end of the festival, we saw lots of fireworks.でもＯＫ． 

   「lots of」のところが「many」でもＯＫ！ 
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(1)日本では、冬は１２月から２月です。 

(2)コンサートの最後に私たちは一緒に歌って楽しみました。 

(3)私は焼きそばが食べたいです。 

(4)ステージの上のあちらの男性たちを見てください。 
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(1)「私は踊ることが得意ではありません。」  ウ「おいでよ！ 君ならできるって！」 

(2)「レストランはどこですか。」            イ「あちらにありますよ。」 

(3)「あなたの髪型気に入ったわ。」        エ「ありがとう。」 

(4)「ネットボールしようよ。」              ア「いいえ、けっこうです。」 
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   単数形 － 複数形 

(1) milk - ×           water - × / juice - ×   ←「たくさんの」は「much」を使う。 

(2) child – children    man – men / woman – women / tooth – teeth / foot – feet(足) 

(3) potato – potatoes  tomato – tomatoes / hero– heroes (英雄・ヒーロー) 

                       ※piano – pianos / photo – photos （略された単語） 

                    piano →pianoforteの短縮形  photo → photographの短縮形(写真) 

(4) sheep – sheep      deer – deer / fish -fish / carp – carp(鯉（コイ）) 

(5) baby – babies      city – cities / activity – activities （yの前が母音） 

                       ※boy – boys / day – days (ｙの前が子音) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(1)「これはアメリカです。」 固有名詞の前には「a/an」は付けない。 

(2)「あれはゾウですか。」一般名詞だから「a/an」をつける。Elephantは母音で始まるので「an」 

(3)「これは英語の本です。」名詞の「本」があるから「a/an」が必要。 

「English」が「科目」として使われる場合は「a/an」は付かない。（数学などの他の教科名にも） 

 We have English and math today. 私たちには今日英語と数学があります。 

(4)「私はラケットを持っています。」「racket」が単数形かだから「a/an」が必要。 

もし、「rackets」となっていたら、「a/an」を入れてはいけない。 

(5)「彼はトムです。」 名前の前には「a/an」をつけてはいけない。 
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(1)Meg:あなたはいつギターを演奏しますか。 

   Ken:私は夕食前にそれを演奏します。 

(2) Ken:これはあなたのコンピューターですか。 

Meg:いいえ。私はコンピューターを持っていません。 

(3) Ken:このホールはその公園の近くにありますか。 

Meg:はい、あります。 

(4) Meg:東京の天気はどうですか。 

   Ken:雨です。 

(5) Meg:次のサッカーの試合はいつですか。 

   Ken:それは８月１０日にあります。 

(6) Meg:今日の日付は何ですか。 

   Ken:１１月８日にです。 
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(1)私は水をグラスに２杯欲しいです。 

(2)私は歌手になりたいです。 

(3)あなたは何匹の犬を飼っていますか。 

(4)良い選手になってください。 
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 あなたは練習に何を持って来るのです

か。 

私はラケット、くつ、タオル、そして水筒

を持ってきます。 

ラケッツ？あなたは何本のラケットを持

っているのですか。 

２本です。 

まぁ。 

あなたがたはいつバドミントンの練習

をしますか。 

私たちは週５日練習しています。 

私たちは火曜日と日曜日が休みで

す。 

なるほど。 

あちらの男性たちは誰ですか。 

彼らは私たちのコーチです。 

彼らは毎週金曜日に来ています。 

素敵ですね。 

1.私はタオルを練習に持って来ます。〇 

２．私は毎週木曜日にバドミントンをしています。〇 

3.私たちのコーチは毎週金曜日と日曜日に来ています。× 

1.彼らはどこにいますか。    

２．あちらの男性たちは誰ですか。〇 

3.これは何ですか。         

４．こちらの男性は誰ですか。 
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私はバレーボールが好きです。 

私はそれをプレーもします。ヒロト、あなた

はどんなスポーツが好きですか。 

私もバレーボールが好きです。でも、私は

それをプレーしません。 

ジャック、あなたはどうですか。 

私は柔道が好きです。私は音楽も好きで

す。私はロックファンです。 

本当ですか。私もです。私は日曜日に学校

でギターを練習します。 

おお、あなたはギターを演奏できるのです

か。一緒に音が奥を演奏しよう！ 

トム、あなたは日曜日の何時に練習をして

いるのですか。 

３時です。今度の日曜日２時に学校に来て

ください。 

分かりました。 

どこで練習するのですか。 

音楽室です。 

あなたはバレーボールをしますか。 

－いいえ、しません。 
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